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2.7 電気系統設備 

2.7.1 基本設計 

2.7.1.1 設置の目的 

特定原子力施設に対して，必要な外部電源及び非常用所内電源を確保し，特定原子力施

設の機能を達成するために必要とする電力を供給できる電気系統設備を設置する。 

 

2.7.1.2 要求される機能 

(1) 特定原子力施設のうち重要度の特に高い安全機能や監視機能を有する構築物，系統及

び機器に対し，外部電源又は非常用所内電源のいずれからも電力の供給を受けられる

こと。 

(2) 外部電源は，異なる送電系統で２回線以上であること。 

(3) 非常用所内電源が使用できない場合は，電源車などの代替機能を有すること。 

 

2.7.1.3 設計方針 

特定原子力施設のうち電気系統設備の設計方針は次のとおりとする。 

 

(1) 電源の確保 

特定原子力施設に対して必要な電源を確保できる設計とする。 

重要度の特に高い安全機能や監視機能を有する構築物，系統及び機器が，その機能を達

成するために電力を必要とする場合においては，外部電源又は非常用所内電源のいずれか

らも電力の供給を受けられる設計とする。 

 

(2) 外部電源 

外部電源は，異なるルートで２回線以上の送電線により電力系統に接続できる設計とす

る。 

 

(3) 非常用所内電源 

非常用所内電源は，多重性又は多様性を備え，かつ，独立性を備えた設計とする。 

 

(4) 検査可能性 

安全機能に関連する電気系統設備は，その機能の重要度に応じて，その重要な部分の健

全性及び能力を確認するために，適切な方法によりその機能を検査できる設計とする。 

 

(5) 火災防護 

所内ケーブル，電源盤等の材料は，不燃性又は難燃性のものを使用することを基本とす

る。 
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(6) 耐雷対策 

設備の重要度等に応じて，新たな接地網の布設や既設の接地網との連接等による接地抵

抗の低減等の対策を行う。 

 

(7) 小動物侵入防止対策 

 電源盤内への小動物の侵入による短絡・地絡事故を防止するため，小動物の侵入する恐

れのある電源盤については，貫通孔等の侵入路の閉塞を行う。 

 

2.7.1.4 供用期間中に確認する項目 

所内共通ディーゼル発電機は，定期的に負荷をかけての運転状況を確認する。 

 

2.7.1.5 主要な機器 

(1) 設備概要 

福島第一原子力発電所１～４号機の特定原子力施設に電力供給する送電線は， 66kV 送電

線５回線（大熊線３号，４号，東北電力（株）東電原子力線，双葉線１号，２号）で構成

する。 

通常時には，所内電力は，大熊線３号及び４号から南側 66kV 開閉所及び 66kV 受電用変

圧器を経由して供給する。また，双葉線１号及び２号から５号機及び６号機の起動用開閉

所，起動変圧器及び所内高圧母線を通じて供給することもできる。さらに南側 66kV 開閉所

は，東北電力（株）東電原子力線からも受電できる。 

外部電源がすべて喪失した場合には，所内共通ディーゼル発電機２台から所内電力を供

給できる。また，所内高圧母線は５号機又は６号機の非常用ディーゼル発電機からも受電

できる。 

 

(2) 送電線 

外部電源は，以下の４回線の 66kV 送電線により当社の電力系統から受電する。 

大熊線３号 

大熊線４号 

双葉線１号（５号機及び６号機の起動用開閉所で受電） 

双葉線２号（５号機及び６号機の起動用開閉所で受電） 

これら 66kV 送電線は，１回線で特定原子力施設の必要電力を送電し得る容量を有する。

また，上記の 66kV 送電線が全て停止するような場合，東北電力（株）東電原子力線から受

電する。 

    

(3) 開閉所 

南側 66kV 開閉所は，66kV 送電線と 66kV 受電用変圧器を連系する遮断器，66kV 母線等で
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構成する。 

 

(4) 変圧器 

66kV 受電用変圧器は，送電線電圧 66kV を所内高圧母線電圧 6.9kV に降圧する変圧器で構

成し，特定原子力施設の必要電力を供給する。 

 

(5) 所内高圧母線 

所内高圧母線はメタルクラッド開閉装置で構成し，所内高圧母線間を連系することによ

り，特定原子力施設の各設備へ電力を振り分ける。 

所内高圧母線は，接続される特定原子力施設の重要度等に応じて，単一の所内高圧母線

の故障があっても設備の全機能が喪失しないよう，設備を２母線以上に分割接続，又は双

方の母線から受電できる構成とする。 

なお，今後，使用済燃料共用プール設備への電力供給のため共用プールＭ／Ｃを２系列

復旧する。 

 

(6) ケーブル及び電線路 

特定原子力施設の設備の容量に応じたケーブルで接続する。 

 

(7) 非常用所内電源とその代替機能 

所内共通ディーゼル発電機は，外部電源が喪失した場合に，1 台にて特定原子力施設のう

ち重要度の特に高い安全機能や監視機能を有する構築物，系統及び機器がその機能を達成

するために必要となる電力を供給できる。 

所内共通ディーゼル発電機は２台を備え，多重性を有した設備となっており，各々専用

の所内高圧母線に接続する。 

また，所内共通ディーゼル発電機全台が使用できない場合においても，５号機又は６号

機の非常用ディーゼル発電機（５Ａ，５Ｂ，６Ａ，６Ｂ）から電力を供給できる。また，

免震重要棟については，ガスタービン発電機から電力を供給できる。 

外部電源及び非常用所内電源が使用できない場合は，代替電源の電源車(500kVA 以上×２

台)を所内高圧母線の所内共通Ｍ／Ｃ１Ａ及び２Ａの各々に接続することにより，原子炉圧

力容器・原子炉格納容器注水設備等の必要な負荷に対して電力を供給できる構成とする。 

 

(8) 監視装置等 

免震重要棟から以下を監視可能とする装置を備える。 

・ 送電線電圧 

・ 所内高圧母線電圧 

また，電気系統設備の故障が発生した場合には，異常を検知し，その拡大及び伝播を防
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止するため異常箇所を自動的に切り離す保護装置を備える。 

 

2.7.1.6 自然災害対策等 

(1) 津波 

a. 開閉設備，変圧器 

開閉設備，変圧器については，津波により影響がないと想定される高台（O.P.30m 以

上）へ設置する。 

       

b. 所内高圧母線 

所内高圧母線は，津波による影響がないと想定される建屋内（防水性向上対策を実

施した建屋又は建屋の高所階（O.P.17m 以上））又は高台（O.P.30m 以上）へ設置する。 

なお，運用補助共用施設共用プール棟については，地下階の防水性向上対策を完了

しており，今後，地上階の防水性向上対策を実施する。 

 

c. 所内共通ディーゼル発電機 

所内共通ディーゼル発電機については，津波による影響がないと想定される建屋内

に設置する。 

なお，運用補助共用施設共用プール棟については，地下階の防水性向上対策を完了

しており，今後，地上階の防水性向上対策を実施する。 

 

d. 電源車 

電源車については，津波による影響がないと想定される高台へ配備する。（O.P.30m

以上） 

 

(2) 火災 

所内ケーブル，電源盤等の材料は，不燃性又は難燃性のものを使用することを基本とす

る。 

 

2.7.1.7 構造強度及び耐震性 

(1) 外部電源受変電設備 

外部電源からの受変電設備については，耐震設計審査指針上の C クラス設備と位置づけ

られており，C クラス設備として設計する。 

 

(2) メタルクラッド開閉装置 

メタルクラッド開閉装置については，床面に後打ちアンカにより固定し耐震性を確保す

る設計とする。 
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(3) 所内共通ディーゼル発電機 

 所内共通ディーゼル発電機については，耐震設計指針上の S クラスの設備として設計す

る。 

 

(4) ケーブル及び電線路 

ケーブル及び電線路についてはフレキシビリティを持たせた構造を基本とする。 

 

2.7.1.8 機器の故障への対応 

常時は 66kV２回線（大熊線３号，４号）から所内電力を供給するが，いずれかの回線の

停電時には他方の回線で電力を供給する。新福島変電所からの全ての回線（大熊線３号，

４号，双葉線１号及び２号）が停止している場合には，東北電力（株）東電原子力線 66kV

１回線から供給する。これら全ての外部電源が停電している場合には，非常用所内電源か

ら必要な設備の電力を供給する。更に，非常用所内電源からの電力供給ができない場合は，

電源車２台から必要な設備の電力を供給する。これらの切替における 6.9kV 所内高圧母線

の連系については，連系用遮断器を手動にて投入する操作を実施する。 

 

(1) 機器の単一故障 

送電線における故障の場合は，送電線の故障箇所の特定や切り離しを行うが，南側 66kV

開閉所は二重母線構成のため，大熊線３号，４号のいずれかが停止となっても，所内共通

変圧器２台への電力供給は他方の送電線により維持される。一方，変圧器，所内高圧母線

等の故障等により停電した場合には，故障箇所を特定した上で所内電源機器の損傷状況や

現場状況に加えて負荷の損傷状況等を把握し，電源切り替えや非常用所内電源からの受電

を行い，電力供給を再開する。 

 

(2) 複数の設備が同時に機能喪失した場合 

電気系統は，機器の故障等による機能喪失を防止するよう配慮した構成としているが，

複数の設備の機能が同時に喪失した場合は，故障箇所を特定した上で，送電線，変圧器，

所内高圧母線等の損傷状況や現場状況に加えて負荷の損傷状況等を把握し，電源切り替え

や非常用所内電源の受電や電源車の配備を行い，電力供給を再開する。 

 

2.7.2 基本仕様 

2.7.2.1 変圧器主要仕様 

(1) 66kV 受電用変圧器 

台 数     ２ 

容 量     30,000kVA（1 台あたり） 



 

Ⅱ-2-7-6 

電 圧     約 66kV／6.9kV 

相 数     ３ 

周波数     50Hz 

 

2.7.2.2 非常用ディーゼル発電機主要仕様（既設） 

(1) 所内共通ディーゼル発電機（Ａ）（非常用ディーゼル発電機 ４Ｂ） 

 台 数     １ 

 容 量     8,250kVA 

 電 圧     6.9kV 

 力 率     0.8 

 周波数     50Hz 

 補機冷却系（冷却方式） 空気冷却 

 

(2) 所内共通ディーゼル発電機（Ｂ）（非常用ディーゼル発電機 ２Ｂ） 

 台 数     １ 

 容 量     8,250kVA 

 電 圧     6.9kV 

 力 率     0.8 

 周波数     50Hz 

 補機冷却系（冷却方式） 空気冷却 

 

(3) 免震重要棟ガスタービン発電機 

 台 数     １ 

 容 量     1,000kVA 

 電 圧     6.9kV 

 力 率     0.8 

 周波数     50Hz 

 

2.7.2.3 電源車 

 台 数     2 台以上 

 容 量     500kVA 以上 

 電 圧     6.6kV（使用電圧 6.9kV） 

 相 数     3 

 周波数     50Hz 

 タンク容量／燃料消費率 2 時間以上 
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2.7.3 添付資料 

添付資料－１ 送電系統一覧図 

添付資料－２ 所内単線結線図 

添付資料－３ 所内高圧母線に接続する主な負荷 

添付資料－４ 電源車からの電力供給負荷について 

添付資料－５ 構造強度及び耐震性について 
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図－１．送電系統一覧図
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表－１．所内高圧母線に接続する主な負荷 

 

⑯変圧器盤 原子炉圧力容器・格納容器注水設備 １号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ ◎ ◎

原子炉格納容器内窒素封入設備 窒素ガス分離装置 A ○ －

２号機　使用済燃料プ－ル冷却系 ○ －

非常用注水設備（電動ポンプ） ○ ○

③-1
変圧器盤

１号機　使用済燃料プ－ル冷却系（予備系） ○ －

⑯変圧器盤 汚染水処理設備等 Ｔ／Ｂ滞留水移送装置 ○ －

多核種除去設備
変圧器盤A

放射性液体廃棄物処理施設及び関連施設 多核種除去設備　A系，C系/共通系 － －

２号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ ◎ ◎

１/２号機　CST炉注水ポンプ A ◎ ◎

原子炉格納容器ガス管理設備 １/２号機　原子炉格納容器ガス管理設備 A ○ －

所内共通P/C3A，３C

⑪変圧器盤 使用済燃料プ－ル設備
４号機　使用済燃料プ－ル冷却系
（二次系）

○ －

プロセス建屋P/C　C
ほか

汚染水処理設備等
除染装置，セシウム吸着装置，使用済セシウム吸着塔
保管施設，造粒固化体貯槽

○ －

３号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ ◎ ◎

３号機　CST炉注水ポンプ A ◎ ◎

所内共通P/C4A 使用済燃料プ－ル設備
４号機　使用済燃料プ－ル冷却系
（一次系）

○ －

原子炉格納容器ガス管理設備 ３号機　原子炉格納容器ガス管理設備 A ○ －

４号機　燃料取り出し用　カバー A － －

４号機　燃料取扱設備
受電設備

４号機　燃料取扱設備 － －

所内共通P/C4C

所内共通P/C4A，4C

所内共通
Ｄ/Ｇ（Ａ）Ｍ/Ｃ

所内共通DG(A)P/C 所内共通D/G(A)補機 ○ －

共用プール補給水系 ○ ○

共用プール冷却浄化系 ○ －

予備変Ｍ/Ｃ ○ －

⑦変圧器盤 常用高台炉注水ポンプ ◎ ◎

⑨-2変圧器盤 純水タンク脇炉注水ポンプ ◎ ◎

⑦変圧器盤 窒素ガス分離装置 C ○ －

⑨-2変圧器盤 窒素ガス分離装置 B ○ －

１号機　使用済燃料プ－ル冷却系 ○ －

２号機　使用済燃料プ－ル冷却系（予備系） ○ －

多核種除去設備
変圧器盤B

放射性液体廃棄物処理施設及び関連施設 多核種除去設備　B系，C系/共通系 － －

免震重要棟受電設備 監視室・制御室 免震重要棟 ○ －

原子炉圧力容器・格納容器注水設備 １/２号機　CST炉注水ポンプ B ◎ ◎

原子炉格納容器ガス管理設備 １/２号機　原子炉格納容器ガス管理設備 B ○ －

所内共通P/C3B

プロセス建屋
後備Ｍ/Ｃ

第二セシウム吸着設備
変圧器盤

汚染水処理設備等 第二セシウム吸着装置 ○ －

所内共通P/C4D 原子炉圧力容器・格納容器注水設備 ３号機　CST炉注水ポンプ B ◎ ◎

⑥変圧器盤 ３号機　使用済燃料プ－ル冷却系 ○ －

所内共通P/C4B
４号機　使用済燃料プ－ル冷却系
（一次系）（予備系）

○ －

原子炉格納容器ガス管理設備 ３号機　原子炉格納容器ガス管理設備 B ○ －

使用済燃料プ－ルからの燃料取り出し設備 ４号機　燃料取り出し用カバー B － －

所内共通P/C4B ３/４号機　建屋内照明

所内共通
Ｄ/Ｇ（Ｂ）Ｍ/Ｃ

所内共通D/G(B)P/C 所内共通D/G（B)補機 ○ －

共用プール補給水系 ○ ○

共用プール冷却浄化系 ○ －

使用済燃料プ－ル設備⑨-1変圧器盤

構内配電線（モニタリングポスト等）

使用済燃料共用プ－ル設備

原子炉圧力容器・格納容器注水設備

所内共通
Ｍ/Ｃ３Ｂ

蒸発濃縮処理設備
Ｍ/Ｃ

◎

◎

所
内
共
通
Ｍ
／
Ｃ
 
２
Ｂ

－

◎

◎

所内高圧母線 接続する主な負荷

原子炉圧力容器・格納容器注水設備

所
内
共
通
Ｍ
／
Ｃ
 
２
Ａ

供給対象

所内
共通
D/G
供給

電源車
供給

◎

所内共通
Ｍ/Ｃ１Ａ

プロセス建屋
常用Ｍ/Ｃ

１/２号機　計測用電源（監視計測器通信設備含む）

使用済燃料プ－ル設備

汚染水処理設備等

所内共通
Ｍ/Ｃ３Ａ

所内共通
Ｍ/Ｃ４Ａ

所内共通
Ｍ/Ｃ１Ｂ

共用プ－ル
Ｍ/Ｃ Ｂ

共用プ－ル
Ｍ/Ｃ Ａ

所内共通
Ｍ/Ｃ４Ｂ

○

◎

◎

原子炉格納容器内窒素封入設備

１/２号機　計測用電源（監視計測器通信設備含む）

１/２号機　建屋内照明

蒸発濃縮装置，逆浸透膜装置，廃スラッジ一時保管施
設，シ－ルド中操

使用済燃料共用プ－ル設備

３/４号機　計測用電源（監視計測器通信設備含む）

共用プールP/C A

◎

１/２号機　建屋内照明

原子炉圧力容器・格納容器注水設備

使用済燃料プ－ルからの燃料取り出し設備

３/４号機　計測用電源（監視計測器通信設備含む）

３/４号機　建屋内照明

所内共通P/C4D

使用済燃料プ－ル設備

蒸発濃縮処理設備用
変圧器盤
ほか

所内共通P/C
又は

主な変圧器盤

③-2
変圧器盤

所内共通P/C3C

所内共通P/C4C

所内共通P/C4C

所内共通P/C3D

共用プールP/C　B

（注）
・H25.6時点の計画におけるH25.9月末設備の主要な負荷を記載。
・◎は重要度の特に高い安全機能や監視機能を有する設備として供給するもの，○は◎以外で供給する設備。
・各設備のうち運転が必要な系統や機器に対して供給するため，◎又は○はすべての機器に同時に供給するものではない。
・D/G供給時，電源車供給時は一部負荷を制限する。
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電源車からの電力供給負荷について 

 

所内共通Ｍ／Ｃ１Ａ接続の電源車及び所内共通Ｍ／Ｃ２Ａ接続の電源車（各々500kVA 以上）

からの電力供給は，以下の重要度の特に高い安全機能や監視機能を有する設備等に対して

計画している。 

 

表１ 所内共通Ｍ／Ｃ１Ａ接続の電源車からの電力供給負荷 

負荷容量 最大

常用高台炉注水ポンプ 約45kVA

純水タンク脇炉注水ポンプ 約70kVA

１号機　CST炉注水ポンプ A又はB 約19kVA

２号機　CST炉注水ポンプ A又はB 約19kVA

１号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ 約14kVA

２号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ 約14kVA

約130kVA 約130kVA

使用済燃料プ－ル設備 非常用注水設備（電動ポンプ） 約47kVA 約47kVA

約247kVA

原子炉圧力容器・格納容
器注水設備

約70kVA

所内共通M/C１A接続の電源車からの電力供給負荷

合計

１/２号機　計測用電源及び建屋内照明

 
 

表２ 所内共通Ｍ／Ｃ２Ａ接続の電源車からの電力供給負荷 

負荷容量 最大

３号機　CST炉注水ポンプ A又はB 約19kVA

３号機　タ－ビン建屋内炉注水ポンプ 約14kVA

約130kVA 約130kVA

使用済燃料共用プ－ル
設備

共用プール補給水系 約38kVA 約38kVA

約187kVA

所内共通M/C2A接続の電源車からの電力供給負荷

約19kVA

合計

原子炉圧力容器・格納容
器注水設備

３／４号機　計測用電源及び建屋内照明
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構造強度及び耐震性について 

 

(1) 外部電源からの受変電設備については，耐震設計審査指針上の C クラス設備と位置づ

けられており，C クラス設備として設計している（JEAC4601 原子力発電所耐震設計技

術規程」）。新設した大熊線３号，４号，東北電力(株)東電原子力線が連系する南側 66kV

開閉所の開閉設備には地震に強いガス絶縁開閉装置（GIS）を採用するとともに，所

内共通変圧器の基礎ボルト本数を従来に比べて増やし耐震性を高めている。 

 

(2) メタルクラッド開閉装置については，床面に後打ちアンカにより固定し耐震性を確保

している。 

  

(3) 所内共通ディーゼル発電機については，従来同様，耐震 S クラス設計の電源盤を採用

しており，高い信頼性を確保している。また，構造強度及び耐震性については，以下

の工事計画認可申請書等により確認された設備を復旧して使用している。 

 

所内共通ディーゼル発電機（Ａ）（既設 非常用ディーゼル発電機 ４Ｂ） 

工事計画届出書(総文発官 5 第 1222 号 平成 6 年 4 月 25 日届出) 

建設時第１１回工事計画認可申請書(49資庁第18004号 昭和49年11月14日認可) 

建設時第１９回工事計画軽微届出書(総官第 989 号 昭和 51 年 12 月 3 日届出) 

建設時第２１回工事計画軽微届出書(総官第 1341 号 昭和 52 年 2 月 15 日届出) 

 

所内共通ディーゼル発電機（Ｂ）（既設 非常用ディーゼル発電機 ２Ｂ） 

工事計画届出書(総文発官 5 第 1220 号 平成 6 年 4 月 25 日届出) 

建設時第１４回工事計画認可申請書(46 公第 11145 号 昭和 46 年 8 月 17 日認可) 

 

(4) ケーブル及び電線路についてはフレキシビリティを持たせた構造を基本としており，

ケーブル本体は可とう管路材に収納することで損傷防止策を講じている。 

 

(5) 仮設として設置されている輸送用車両に搭載されたメタルクラッド開閉装置は，フレ

キシビリティを有したものとなっており，車両に機器をボルトや溶接により固定され

る構造であり，車両上での転倒防止策を講じている。

 


	特定原子力施設に係る実施計画（平成２５年８月一部補正）_赤字公開版.pdfから挿入したしおり
	Ⅰ（赤）.pdf
	Ⅰ-1.1　全体工程（ロードマップ改訂反映）r1_赤字.pdf
	（補正）【実施計画】Ⅰ.1.2 中期スケジュールにおける主な時期的目標r221
	【補正】Ⅰ-2.1（赤字）r1
	【補正】Ⅰ-2.2（黒字）
	Ⅰ.2.3.1(黒)
	Ⅰ.2.3.2（黒）
	Ⅰ.2.3.3（黒）
	（補正）【実施計画】Ⅰ.2.3.4 主なリスクと評価_r107（黒版）
	Ⅰ.2.3.5（黒字）
	Ⅰ.2.3.6（黒）
	Ⅰ.2.3.7（黒）
	Ⅰ.2.4本文_0812_
	表 リスク低減対策_0812_

	Ⅱ.1（赤）
	II..1.1
	II..1.2r74（黒）
	II..1.3
	II..1.4
	II..1.5r74（黒）
	II..1.6（補正）_黒_
	II..1.7（６／１１補正）_黒_
	【FIX】II..1.8rev5（補正）r1（黒字）
	Ⅱ.1.9（補正）r11fix（黒字）
	II..1.10._（補正）r220_(黒)_
	II..1.11._（補正）r1（黒字）
	【Ｗチェック済】II..1.12（黒字）
	fixII.1.13R20（黒0621補正）
	II..1.14_20130624_.pdf
	Ⅱ
	II..1.1
	II..1.2r74（黒）
	II..1.3
	II..1.4
	II..1.5r74（黒）
	II..1.6（補正）_黒_
	II..1.7（６／１１補正）_黒_
	【FIX】II..1.8rev5（補正）r1（黒字）
	Ⅱ.1.9（補正）r11fix（黒字）
	II..1.10._（補正）r220_(黒)_
	II..1.11._（補正）r1（黒字）
	【Ｗチェック済】II..1.12（黒字）
	fixII.1.13R20（黒0621補正）
	II..1.14_20130624_.pdf


	Ⅱ.2.1~6(赤）
	Ⅱ.2.1~5(赤）.pdf
	Ⅱ.2.1~5(赤）(2.3差替要).pdf
	Ⅱ.2.1~4(黒)(2.3差替要).pdf
	Ⅱ.2.1（黒）.pdf
	2.2 Ｎ２封入_実施計画書R16（補正4）統一黒
	Ⅱ.2.3（８／１２）黒
	（130812）【最終補正】ＳＦＰ基本設計・基本仕様（黒）
	_添付1_使用済燃料プール概要図
	_添付2_系統図rev.2
	_添付3_漏えい防止設備rev3
	_添付4_セシウム移行率確認試験
	_添付5_放射性物質移行程度評価ｒ１
	_添付6_塩化物イオン目標値
	（添付7）使用済燃料プールの構造強度及び耐震性に関する説明書r3
	（130812）（添付8）使用済燃料プール冷却系の構造強度及び耐震性に関する説明書r4（黒）
	(130812)（添付9）　使用済燃料プール冷却系機能喪失評価（黒）
	（添付10）　使用済燃料プール（SFP）水温及び水位変化
	（添付11）　有効燃料頂部＋２ｍにおける線量評価

	Ⅱ.2.4（黒）

	130812補正（黒字）集約
	01_【本文1】水処理設備r15_130808-1600（黒字）.pdf
	02_【本文2】水処理設備_要目表_r20_130808-1500（黒字）.pdf
	11_【添付1】系統概要図r13_130620-2300（黒字　タンク場所反映版）.pdf
	12_【添付2】主要設備概要図r9_130401-1600.pdf
	13_【添付3】構造強度、耐震性評価r15_130806-1430（黒字）.pdf
	14_【添付3-別添1】高濃度タンク耐震評価r6_130410-1730.pdf
	15_【添付3-別添2】地下貯水槽シート評価r7_130410-1730.pdf
	16_【添付3-別添3】地下貯水槽貯水材評価r6_130410-1730.pdf
	17_【添付3-別添4】地下貯水槽駐車車両評価r7-130410-1730.pdf
	18-1_【添付3-別添5】地下貯水槽スロッシング評価r7_130410-1730.pdf
	18-2_【添付3-別紙6】円筒型タンクのSs耐震評価書r5-130806-1130_黒字）.pdf
	19_【添付4】建屋の耐震性評価についてr1.pdf
	20_【添付5】具体的な安全確保事項r14_130620-0900（黒字）.pdf
	21_【添付6】吸着塔の温度評価についてr4_121201-1600.pdf
	22_【添付7】廃スラッジ崩壊熱評価r2_121201-1600.pdf
	23_【添付8】廃スラッジ貯蔵施設遮へい設計r3_130403-1600.pdf
	24_【添付9】工事計画＆工程表r8_130805-1100（黒字）.pdf
	25_【添付10】ろ過水タンクへのRO濃縮水貯留について-130501-0930.pdf
	26_【添付11】トレンチ浄化設備r3-130808-1600（黒字）.pdf


	Ⅱ.2.1（赤）
	2.2 Ｎ２封入_実施計画書R16（補正4）統一赤
	Ⅱ.2.3SFP（８／１２赤）
	（130812）【最終補正】ＳＦＰ基本設計・基本仕様（赤）
	_添付1_使用済燃料プール概要図
	_添付2_系統図rev.2
	_添付3_漏えい防止設備rev3
	_添付4_セシウム移行率確認試験
	_添付5_放射性物質移行程度評価ｒ１
	_添付6_塩化物イオン目標値
	（添付7）使用済燃料プールの構造強度及び耐震性に関する説明書r3
	（130812）（添付8）使用済燃料プール冷却系の構造強度及び耐震性に関する説明書r4
	(130812)(添付9)使用済燃料プール冷却系機能喪失評価
	（添付10）　使用済燃料プール（SFP）水温及び水位変化
	（添付11）　有効燃料頂部＋２ｍにおける線量評価

	Ⅱ.2.4（赤）
	130812補正（赤字）集約
	01_【本文1】水処理設備r15_130808-1600（赤字）.pdf
	02_【本文2】水処理設備_要目表_r20_130808-1500（赤字）.pdf
	11_【添付1】系統概要図r13_130620-2300（黒字　タンク場所反映版）.pdf
	12_【添付2】主要設備概要図r9_130401-1600.pdf
	13_【添付3】構造強度、耐震性評価r15_130806-1430（赤字）.pdf
	14_【添付3-別添1】高濃度タンク耐震評価r6_130410-1730.pdf
	15_【添付3-別添2】地下貯水槽シート評価r7_130410-1730.pdf
	16_【添付3-別添3】地下貯水槽貯水材評価r6_130410-1730.pdf
	17_【添付3-別添4】地下貯水槽駐車車両評価r7-130410-1730.pdf
	18-1_【添付3-別添5】地下貯水槽スロッシング評価r7_130410-1730.pdf
	18-2_【添付3-別紙6】円筒型タンクのSs耐震評価書r5-130806-1130_赤字）.pdf
	19_【添付4】建屋の耐震性評価についてr1.pdf
	20_【添付5】具体的な安全確保事項r14_130620-0900（黒字）.pdf
	21_【添付6】吸着塔の温度評価についてr4_121201-1600.pdf
	22_【添付7】廃スラッジ崩壊熱評価r2_121201-1600.pdf
	23_【添付8】廃スラッジ貯蔵施設遮へい設計r3_130403-1600.pdf
	24_【添付9】工事計画＆工程表r8_130805-1100（赤字）.pdf
	25_【添付10】ろ過水タンクへのRO濃縮水貯留について-130501-0930.pdf
	26_【添付11】トレンチ浄化設備r3-130808-1600.pdf


	Ⅱ.2.6（赤）（８／１２最終補正）FIX
	【本文】建屋REV-19 2012.3.29提出 r1 .pdf
	【添付】建屋REV-19 2012.3.29提出（黒字） 
	添付資料01 系統概要図 FIX
	添付資料02 １～４号炉　地下滞留水建屋耐震安全性FIX
	添付資料04 プロセス主建屋の貫通部の止水措置　位置図(20121114改訂反映)rev1
	断面あり
	Sheet4

	添付資料05   プロセス主建屋の健全性 ひび割れ等の漏えい対策
	添付資料06  プロセス主建屋の建屋外への放射性物質移行量の評価
	添付資料07 高温焼却炉建屋の貫通部の止水措置　位置図
	断面あり

	添付資料08    高温焼却炉建屋の健全性 ひび割れ等の漏えい対策
	添付資料09   高温焼却炉建屋の建屋外への放射性物質移行量の評価
	添付資料10   １～４号炉の各建屋外への放射性物質移行量の評価



	Ⅱ.2.7~17(赤）
	7_電気系統設備（8月補正）r1（赤）【FIX】.pdf
	2.8 ガス管理設備（補正4）統合赤
	2.9_格納容器計測器rev11（赤）
	【FIX】2.10_放射性固体廃棄物等の管理施設（補正130812）r3（赤字）
	Ⅱ.2.11(赤)r6_20130812補正
	【本文】燃料取り出し_rev5_黒字_
	【添付-1-1】燃料の落下防止、臨海防止に関する説明書rev2_20130611補正_黒字_
	【添付-1-2】放射線モニタリングに関する説明書rev0（黒字）
	【添付-2-1】移送容器に係る安全機能_rev1（黒）
	【添付-2-3】構内輸送時の措置_rev0
	【添付-3-1】放射性物質の飛散・拡散防止_rev3_20130611補正_黒字_
	【添付-3-2】ガレキ撤去の説明書_rev2
	【添付-3-3】移送操作中の燃料集合体落下rev1_黒字_
	【添付-4-1】燃取設備の構造強度及び耐震性に関する説明書rev1_20130611補正_黒字_
	【添付-4-2】カバーの構造強度及び耐震性_rev4_黒字
	【添付-4-2 別添-1】3号機燃料取り出し用カバーの構造強度及び耐震性_rev1_黒字
	【添付-4-2 別添-2】3号機燃料取り出し用カバーの構造強度及び耐震性_rev1_黒字
	【添付-4-2 別添-3】　４号機カバー確認項目（黒字）_r20
	【添付-4-2 別添-4】【ページ番号のみ変更】　３号機カバー確認項目_r7_黒字
	【添付-4-3】換気設備の構造強度及び耐震性_rev1_黒字_
	【添付-5】工程表r1_H250812補正_赤字_
	【添付-6】１号原子炉建屋カバーrev4_20130624補正_黒字_
	【添付-7 +別添-1】１号原子炉建屋カバーrev8_H250812補正（赤字）

	《変更あり》【まとめ】〔H25.8.8補正〕赤版
	実施計画（Ⅱ-13）(黒)(2013.6.21)
	【本文】r5（黒）.pdf
	【添付1】設備概要図＜変更無＞.pdf
	【添付2-1】評価基本方針r3黒（変更後）.pdf
	【添付2-2】耐震基本方針＜ページ変更＞.pdf
	【添付3-1】構造耐震（キャスク構造）r3_黒_.pdf
	【添付3-2】構造耐震（モジュール構造）.pdf
	【添付3-3】構造耐震（クレーン構造_＜頁修正のみ＞.pdf
	【添付3-4】構造耐震（基礎構造）r1.pdf
	【添付3-5】構造耐震（キャスク耐震）r2（黒）.pdf
	【添付3-6】構造耐震（キャスク支持架台耐震）r2_黒_.pdf
	【添付3-7】構造耐震（貯蔵モジュール耐震）r1.pdf
	【添付3-8】構造耐震（クレーン耐震）＜頁修正のみ＞.pdf
	【添付3-9】構造耐震（基礎耐震）r1.pdf
	【添付3-10】安全評価（異常事象抽出）.pdf
	【添付3-11】安全評価（異常事象評価）r2_黒_.pdf
	【添付4-1】安全評価（キャスク除熱）r1（黒）.pdf
	【添付4-2】安全評価（モジュール除熱）r2（黒）.pdf
	【添付4-3】安全評価（キャスク密封）r3_黒_.pdf
	【添付4-4】安全評価（キャスク遮へい）r3（黒）.pdf
	【添付4-5】安全評価（臨界防止）r2（黒）.pdf
	【添付5】安全対策＜変更なし＞.pdf
	【添付6】管理・運用について（黒）.pdf
	【添付7】工事工程表（黒）.pdf
	【添付8】既設キャスクの点検（黒）.pdf
	【添付9】既設キャスクの搬出r1（黒）.pdf
	【添付10】レーン間移動（黒）.pdf
	【添付11】検査_黒_.pdf

	2.14_監視室・制御室rev10（赤）
	2.15【fix統合版】最終補正赤字
	2.15　放射線管理関係設備等
	2.15.1　基本設計
	2.15.1.1　設置の目的
	2.15.1.2　要求される機能


	赤版結合
	★01_【本文1】多核種除去設備r7_121113
	2.16　放射性液体廃棄物処理施設及び関連施設
	2.16.1 　基本設計
	2.16.1.1　設置の目的
	2.16.1.2　要求される機能
	(1)　発生する液体状の放射性物質の量を上回る処理能力を有すること。
	(2)　発生する液体状の放射性物質について適切な方法によって，処理，貯留，減衰，管理等を行い，放射性物質等の濃度及び量を適切な値に低減する能力を有すること。
	(3)　放射性液体廃棄物が漏えいし難いこと。
	(4)　漏えい防止機能を有すること。
	(5)　放射性液体廃棄物が，万一，機器・配管等から漏えいした場合においても，施設からの漏えいを防止でき，又は敷地外への管理されない放出に適切に対応できる機能を有すること。
	(6)　 施設内で発生する気体状及び固体状の放射性物質及び可燃性ガスの検出，管理及び処理が適切に行える機能を有すること。

	2.16.1.3　設計方針
	(1)　放射性物質の濃度及び量の低減
	(2)　処理能力
	(3)　材料
	(4)　放射性物質の漏えい防止及び管理されない放出の防止
	(5)　被ばく低減
	(6)　可燃性ガスの管理

	2.16.1.4　供用期間中に確認する項目
	多核種除去設備処理済水に含まれる除去対象の放射性核種濃度（トリチウムを除く）が『実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示』に示される濃度限度（以下，「告示濃度限度」という）以下であること。

	2.16.1.5　主要な機器
	(1) 多核種除去設備
	(2) 多核種除去設備関連施設

	2.16.1.6　自然災害対策等
	(1)　津波

	2.16.1.7　構造強度及び耐震性
	(1)　構造強度
	(2) 耐震性

	(1) 機器の単一故障
	(2) 除染能力の低下



	02_【本文2】多核種除去設備r3_121113_要目表
	2.16.2. 基本仕様
	2.16.2.1. 主要仕様
	(1)　多核種除去設備
	(2)　バッチ処理タンク
	(3)　スラリー移送ポンプ(完成品)
	(4)　循環タンク
	(5)　循環ポンプ1（完成品）
	(6)　デカントポンプ（完成品）
	(7)　デカントタンク
	(8)　供給ポンプ1（完成品） 
	(9)　共沈タンク
	(10)　供給タンク
	(11)　供給ポンプ2（完成品）
	(12)　循環ポンプ2（完成品） 
	(13)　吸着塔入口バッファタンク
	(14)　ブースターポンプ1（完成品）
	(15)　ブースターポンプ2（完成品）
	(16)　吸着塔 
	(17)　処理カラム
	(18)　移送タンク
	(19)　移送ポンプ（完成品）
	(20)　前段クロスフローフィルタ（完成品）
	(21)　後段クロスフローフィルタ（完成品）
	(22)　出口フィルタ（完成品）
	(23)　高性能容器（完成品）
	(24)　苛性ソーダ貯槽（完成品）
	(25)　炭酸ソーダ貯槽（完成品）
	(26)　次亜塩素酸ソーダ貯槽（完成品）
	(27)　塩酸貯槽（完成品）
	 
	(28)　塩化第二鉄貯槽（完成品） 
	(29)　サンプルタンク 
	(30)　処理済水移送ポンプ 




	★11_【添付1】系統概要図(ALPS)r4_121205
	★13_【添付2】構造強度、耐震性評価（Ｂクラス+Ss評価版）ALPS_r10_121113
	1.1  基本方針
	1.1.1 構造強度評価の基本方針
	1.1.2 耐震性評価の基本方針

	1.2 評価結果
	1.2.1 ポンプ類
	(1)構造強度評価
	(2)耐震性評価

	1.2.2  タンク類，吸着塔及び処理カラム
	(1)構造強度評価
	(2)耐震性評価

	1.2.3 スキッド
	(1)耐震性評価

	1.2.4 高性能容器
	(1)構造強度評価
	(1)耐震性評価

	1.2.6 配管
	(1)構造強度評価
	(2)耐震性評価


	以上

	14_【添付3】建屋の耐震性評価（Bクラス+Ss評価版）ALPS_r0_黒字
	1.1 評価方針
	1.2 評価条件（検討に用いる設計用地震力の設定）
	1.3 評価結果
	以上

	★15_【添付4】具体的な安全確保事項(ALPS)r6_121128
	1. 放射性物質の漏えい防止等に対する考慮
	(1)　漏えい発生防止
	(2)　漏えい検知・漏えい拡大防止

	2. 放射線遮へい・崩壊熱除去
	(1)　線源条件の設定
	(2)　放射線遮へい・被ばく低減に対する考慮
	(3)　崩壊熱除去

	3. 可燃性ガスの滞留防止

	★16_【添付5】ＨＩＣ健全性_r6_121122
	17_【添付6】除去対象核種の考え方
	18_【添付7】ＨＩＣ破損漏えい時の漏えい物回収作業線量評価 r0
	★19_【添付8】工事計画＆工程表_r4

	2.17章（赤字版-変更箇所なし-fix）
	2.17章◆◆補正あり◆◆
	添付資料-1
	添付資料-2 全体概要図
	添付資料-3 建屋平面図
	添付資料-4
	添付資料-5 排気中の放射性物質濃度
	添付資料-6 設定根拠に関する説明書
	添付資料-7 廃棄設備の配置を明示した図面
	添付資料-8_焼却炉建屋の構造強度に関する検討結果_r2_黒字
	添付資料-9 安全避難通路
	添付資料-10◆◆0412補正◆◆ 非常用照明
	添付資料-11 火災防護
	添付資料-12◆◆0412補正◆◆ 生体遮へい装置の放射線の遮へい及び熱除去についての計算書
	添付資料-13◆◆0412補正◆◆ 補助遮へいに関する構造図
	添付資料-14 散逸防止
	添付資料-15 雑固体廃棄物焼却設備の設置について
	添付資料-16 ◆◆0412補正◆◆雑固体廃棄物焼却設備に係る確認事項_r8_黒字_FIX


	Ⅱ.2.18~34(赤）
	0812赤統合（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.18 56号機に関する共通事項r223
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.18 56号機に関する共通事項r223（本文）_赤_
	（補正）-2【実施計画】Ⅱ.2.18 添付資料1 復旧プロセス_r220_変更なし_
	（補正）-3【実施計画】Ⅱ.2.18 添付資料－２　56号機に関する共通事項r220_変更なし_
	（補正）-4【実施計画】Ⅱ.2.18 別添－1　56号機に関する共通事項r220（変更なし）
	（補正）-5【実施計画】Ⅱ.2.18 別添－2　56号機に関する共通事項r220（変更なし）
	（補正）-6【実施計画】Ⅱ.2.18 図－１　56号機に関する共通事項r220_変更なし_.pdf

	Ⅱ.2.19（黒）
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.19 原子炉圧力容器設備基本設計・基本仕様（本文）r200
	（補正）-2-1原子炉圧力容器バウンダリを構成する機器rev203
	（補正）-3-15uバウンダリrev200
	（補正）-3-26uバウンダリrev200

	Ⅱ.2.20（黒）r202
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.20 原子炉格納施設基本設計・基本仕様（本文）r200
	（補正）-2【実施計画】格納容器添付-1rev200

	（最終補正_黒）【実施計画】制御棒及び制御棒駆動系
	0808（補正_黒）-3（修正無）【実施計画】添付資料-1_5・6u制御棒及び制御棒駆動系系統概要図r200_r101_
	（最終補正_黒）【実施計画】制御棒及び制御棒駆動系.pdf
	（補正_黒）-1【実施計画】①制御棒駆動水関連設備基本設計・基本仕様（本文）r200(r152)
	（最終補正_黒）【実施計画】制御棒及び制御棒駆動系
	（補正_黒）-1【実施計画】①制御棒駆動水関連設備基本設計・基本仕様（本文）r200(r151)
	（補正_黒）-2系統の未復旧期間におけるリスク評価（ＣＲＤ）r200(r150)
	（補正_黒）-3（修正無）【実施計画】添付資料-1_5・6u制御棒及び制御棒駆動系系統概要図r200(r101)



	0812赤統合（補正）-1【実施計画】残留熱除去関連設備基本設計・基本仕様（本文）r220
	（補正）-1【実施計画】残留熱除去関連設備基本設計・基本仕様（本文）r220_変更なし_
	（補正）-2【実施計画】各設備没水配管健全性評価（残留熱除去系配管版）r220_赤_
	（補正）-3【実施計画】添付資料-1_5・6uＲＨＲ系統概要図r220_変更なし_.pdf

	（最終補正_黒）【実施計画】非常用炉心冷却系
	（補正_黒）-1【実施計画】①非常用炉心冷却関連設備基本設計・基本仕様（本文）r200(r101)
	（補正_黒）-2【実施計画】添付資料２・未復旧期間のリスク評価（高圧炉心スプレイ系）_検討案r200(r150)
	（補正_黒）-3（修正無）【実施計画】添付資料-2_5・6uＥＣＣＳ系統概要図r200(r107)

	（補正）【実施計画】56復水補給水系設備r200（黒）
	Ⅱ.2.25（黒）
	（補正）-1【実施計画】56原子炉冷却材浄化系r200（黒）
	（補正）-2系統の未復旧期間におけるリスク評価（ＣＵＷ）r200
	（補正）-3（修正無）【実施計画】添付資料-1_5・6uＣＵＷ系統概要図r200

	Ⅱ.2.26（黒）
	（補正）-1【実施計画】56原子炉建屋換気空調系設備r102
	（補正）-2主排気筒についてr101
	（補正）-3【実施計画】添付資料-2_5・6uＨＶＡＣ系統概要図r109

	Ⅱ.2.27（黒）
	（補正）-1【実施計画】56燃料プール冷却関連設備_ＡＳＷ追記（検討案）r200
	（補正）-2【実施計画】56燃料プール添付2r200
	（補正）-3【実施計画】各設備没水配管健全性評価_検討案（補機冷却海水系配管版）r200
	（補正）-4【実施計画】添付資料-1_5・6u使用済燃料貯蔵系統概要図r200
	（補正）-5補機海水冷却系に係る主要な機器・構造評価・耐震設計の基本方針r200

	Ⅱ.2.28（黒）
	（補正）-1【実施計画】ＦＨＭ・天クレ設備基本設計・基本仕様（本文）r201_黒_
	（補正）-2【実施計画】Ⅱ.2.28 添付資料-1_r200
	（補正）-2【実施計画】Ⅱ.2.28 添付資料-2_r200

	0812赤統合（補正）-1【実施計画】非常用ガス処理設備基本設計・基本仕様（本文）r220（赤）
	（補正）-1【実施計画】非常用ガス処理設備基本設計・基本仕様（本文）r220（赤）
	（補正）-2【実施計画】添付資料１・各設備没水配管健全性評価_改訂案（非常用ガス処理系配管版）r200
	（補正）-3【実施計画】非常用ガス処理設備添付2r200
	（補正）-4【実施計画】添付資料-2_5・6uSGTS系統概要図r200.pdf

	Ⅱ.2.30(黒)
	（補正）-1【実施計画】56中央制御室換気空調系設備r202（黒）
	（補正）-2（修正無）【実施計画】添付資料-1_5・6uMCR系統概要図r200

	2.31 56燃料輸送キャスク_0812最終（黒字）
	0812赤統合（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.32 電源設備基本設計・基本仕様_r220（赤）
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.32 電源設備基本設計・基本仕様_r220（赤）
	（補正）-2【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料１・所内単線・監視装置_r200
	（補正）-3【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料２・ＤＧ及び所内蓄電池の容量_r200
	（補正）-4【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料３・設備増強_r221
	（補正）-5【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料４・仮設電源負荷一覧_r201
	（補正）-6【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料５・電源車負荷リスト案_r201
	（補正）-7【実施計画】Ⅱ.2.32 添付資料６・各設備没水配管健全性評価_（非常用ディーゼル発電機冷却系配管）_r220_赤字_.pdf

	0812赤統合（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.33 56液体廃棄物処理系r223（赤）
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.33 56液体廃棄物処理系r223（赤）
	（補正）-2【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-1 建屋内の滞留水による冷温停止設備への影響についてr222_赤_
	（補正）-3【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-2 廃液処理状況についてr220_変更なし_
	（補正）-4【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-3 ６号機原子炉建屋付属棟の一部水没機器についてr220（変更なし）
	（補正）-5-1【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-4-1_滞留水貯留設備　系統概要図r220_変更なし_
	（補正）-5-2【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-4-2_滞留水貯留設備　系統概要図r220（変更なし）
	（補正）-5-3【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-4-3_滞留水貯留設備　系統概要図r224_赤_
	（補正）-5-4【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-4-4_全体概要図r221（赤）
	（補正）-6-1【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-5　滞留水設備増設工程r222（赤）
	（補正）-6-2【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-5（別添-1）_増設及び移設工事概要図r222_赤_
	（補正）-6-3【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-5（別添-2-1）　滞留水設備　系統概要図（増設及び移設分反映）r224_赤_
	（補正）-6-4【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-5（別添-2-2）　滞留水設備　全体概要図（増設及び移設分反映）r221（赤）
	（補正）-7【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-6 メガフロート係留位置の津波に対する考慮についてr220（変更なし）
	（補正）-8【実施計画】Ⅱ.2.33 添付-7　耐震性評価r224_赤_.pdf

	2.34赤結合.pdf
	（補正）-1【実施計画】Ⅱ.2.34 計測制御設備基本設計・基本仕様（本文）r222
	（補正）-2-1【実施計画】Ⅱ.2.34 添付-1監視パラメータ一覧rev220
	（補正）-2-2【実施計画】Ⅱ.2.34 添付-1監視パラメータ一覧rev222
	（補正）-2-3【実施計画】Ⅱ.2.34 添付-1監視パラメータ一覧rev222


	Ⅲ1,2（赤）_公開版
	【未】Ⅲ_1（赤）8.12r1
	【未】Ⅲ_2（赤）8.12.pdf

	Ⅲ.3（赤）
	Ⅲ.3.1（赤）
	3.1_巡視点検r0＜変更無＞
	特定原子力施設の実施計画（Ⅲ１．１火災）_0812補正版R3
	Ⅲ.3.1.3（黒）r1
	【実施計画】Ⅲ.3..1.3地震・津波r4_黒字
	添付資料1r1_黒字
	添付資料2_r1_黒字
	添付資料3_r1_黒字
	添付資料4_r1_黒字
	添付資料5_r2_黒字
	添付資料6_r1_黒字

	Ⅲ-3.1.4台風・竜巻.r2_黒字
	Ⅲ.3.1.5 56運転管理についてr200
	3.6_安全確保設備等の運転責任者r0＜変更無＞.pdf

	Ⅲ.3.2（赤）
	Ⅲ.3.2.1（赤）
	【FIX】2.1.1_放射性固体廃棄物等の管理（補正130812）r3（赤字）
	2.1.2_放射性液体廃棄物等の管理（補正）rev8（黒字）
	【FIX】2.1.3_放射性気体廃棄物等の管理（補正）r5.pdf

	【FIX】2.2_線量評価（補正130812）r3（赤字）.pdf

	Ⅲ.3.3（赤）
	Ⅲ.3.4（赤）.pdf
	4.1 保全計画策定
	Ⅲ.3.4.2 56保守管理についてr200.pdf


	Ⅳ
	Ⅴ（赤）
	Ⅵ（赤）
	Ⅶ（赤）


